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論文内容の要旨
本論文は土壌中より分離した Corynebacterium acetophilum のアミノ酸生産と 0- アルキルホモセ
リンの生化学に関する研究で二編からなっている。
第一編は Corynebacterium acetophilum による酢酸からアミノ酸生産条件などに関して論じたもの
で二章からなっている。
第一章にわいて分離した細菌の性質をしらべ、その特徴ある性質から Corynebacterium の新菌種と
して Corynebacterium acetophilum A51 と命名した。ついでこの菌株による酢酸からグルタミン酸
の多量生産の条件について論じた。
第二章にわいては A51菌株より種々の栄養要求変異株を誘導し、そのうち酢酸からリジンを多量に
生産するホモセリン要求株を選び、この菌株によるリジンの多量生産の条件について論じた。
第二編は Corynebacterium を用いて 0- アルキルホモセリンの生化学に関して論じたもので、三章
からなっている。
第一章にわいては Corynebacterium のメチオニン生合成系における Oーアセチルホモセリンと 0-ア
ルキルホモセリンとの関連について論じたもので、メチオニン要求株などを用いて 0- アルキルホモセ
リンが 0- アセチルホモセリンと同様、生育にメチオニンの代替となり得ることを明かにした。また 0-
エチルホモセリンはメチオニンへ変換するということなども明かにした。
第二章 lこわいては 0- アルキルホモセリンの生合成について論じた。 0- アルキルホモセリンはホモ
セリンから直接生合成されるのではなくして、ホモセリンがまずアセチル化し 0- アセチルホモセリン
となり、ついでアルコールが入り酢酸がはずれ、それぞれのアルコールに相当した 0- アルキルホモセ
リンが生合成されるということを明らかにした。
第三章にわいては 0- アセチルホモセリンから 0- アルキルホモセリンを生合成する酵素、 0- アルキ
-406-
ルホモセリン生合成酵素の精製を試み比活性を約200倍に高めた。この精製酵素の諸性質から従来知
られている酵素とは異る新しい酵素であることを示した。
論文の審査結果の要旨
将来の世界の食糧事情の危機とくに動物蛋白質供給の危機が唱えられている折柄、植物蛋白質に不
足している必須アミノ酸であるリジン生産の意味は大きい。そこで微生物によるリジンの生産の工業
化が日本で活溌になされている。
本論文はまず石油から安価に生産される酢酸から、新しく土壌中より分離された新菌種Coryneba­
c terium acetophilum A51 の変異株によってリジンを収率よく生産させることに成功している。つい
でリジン生産の要求株などを用いてリジン生成の代謝と関係する 0- アルキルホモセリンの生理的な意
義を論ずると共に、新しい 0- アルキルホモセリン生合成酵素を精製し、このエーテル結合を生成する
反応の機構を明かにした。
これらの結果はアミノ酸生産工業ならびにアミノ酸代謝の生化学の進歩に貢献するところが大きい O
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 。
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